初期小林秀雄と生命主義　：　「生の哲学」と人格主義との接点 by 有田, 和臣
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
「
生
の
哲
学
」
と
人
格
主
義
と
の
接
点
|
|
〔抄
小
林
秀
雄
が
生
命
主
義
思
潮
の
影
響
下
に
あ
っ
た
痕
跡
は
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
前
後
の
初
期
の
小
林
の
文
章
か
ら
比
較
的
容
易
に
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
命
主
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
生
命
」
を
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
前
の
小
重量
林
秀
雄
も
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
生
命
」
と
い
う
用
語
は
、
初
期
小
林
の
批
評
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
宿
命
」
と
深
く
結
び
つ
い
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
O
世
紀
に
か
げ
て
の
西
欧
に
登
場
し
た
の
が
寸
生
の
哲
学
」
だ
っ
た
。
「
合
理
的
な
知
的
認
識
」
な
直
観
や
心
情
的
体
験
L
の
称
揚
、
寸
人
間
の
生
」
の
寸
全
的
な
」
把
握
へ
の
希
求
は
、
初
期
小
林
秀
雄
お
よ
び
小
林
の
生
命
主
義
的
な
批
評
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
へ
の
否
定
的
姿
勢
、
「
非
合
理
的
苛
斗
三
ご
っ
ご
。
居
r
y
ナ
J
?
十
J
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
有
和
臣
田
し
か
し
日
本
の
「
生
命
主
義
」
(
ざ
片
山
口
回
目
)
あ
る
い
は
「
大
正
生
命
主
義
」
(
叶
包
田
町
。
E5仲
間
口
印
自
)
は
、
和
辻
、
小
林
ら
が
関
与
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
「
生
の
哲
学
」
(uzzguy可
。
同
]
は
ぬ
)
と
同
じ
根
か
ら
発
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
微
妙
に
異
な
る
力
点
を
も
っ
て
い
る
。
神
秘
主
義
と
融
合
し
た
側
面
が
強
い
点
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
と
り
わ
け
人
格
主
義
と
結
び
つ
き
、
人
格
陶
冶
の
方
法
論
と
し
て
の
利
用
価
値
に
力
点
が
お
か
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
初
期
小
林
秀
雄
の
文
章
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
小
林
秀
雄
、
大
正
生
命
主
義
、
生
の
哲
学
、
人
格
主
義
、
和
辻
哲
郎
と
ニ
1
チ
ェ
思
想
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
布
同
利
也
)
一、
「
生
の
哲
学
」
と
「
生
命
主
義
」
こ
れ
ま
で
に
、
初
期
小
林
秀
雄
に
与
え
た
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
和
辻
が
ニ
1
チ
ェ
思
想
の
核
心
と
し
て
説
く
寸
権
力
意
志
し
と
、
小
林
が
批
評
の
要
と
し
て
説
く
作
家
の
コ
出
命
し
と
が
ほ
ぼ
同
一
の
意
味
内
容
を
も
っ
事
実
、
ま
た
そ
れ
ら
が
片
上
伸
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
命
主
義
的
傾
向
を
も
っ
教
育
論
を
説
い
た
一
群
の
教
育
論
者
の
説
く
「
生
命
根
本
の
力
し
と
い
っ
た
一
言
い
ま
わ
し
の
語
義
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
実
を
指
摘
し
て
き
た
。
つ
ま
り
人
間
の
内
奥
に
ひ
そ
む
生
命
力
を
標
梼
す
る
点
で
、
小
林
秀
雄
、
和
辻
哲
郎
、
お
よ
び
片
上
ら
生
命
主
義
教
育
論
者
は
、
共
通
の
思
想
基
盤
を
も
っ
て
い
た
。
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
「
権
力
意
志
」
を
ニ
1
チ
ェ
思
想
の
核
と
と
ら
え
た
点
で
、
同
時
代
の
ニ
l
チ
ェ
解
釈
の
中
に
あ
っ
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
「
権
力
意
志
」
は
、
人
間
の
生
命
力
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
力
で
あ
り
、
そ
の
人
間
自
身
に
は
明
瞭
に
意
識
さ
れ
ず
そ
の
人
聞
を
つ
き
動
か
す
「
根
本
動
機
」
あ
る
。
現
代
の
ニ
l
チ
ェ
解
釈
で
は
「
力
へ
の
意
志
」
と
訳
さ
れ
、
こ
れ
を
ニ
l
チ
ェ
思
想
の
中
心
的
な
命
題
と
す
る
の
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
和
辻
が
こ
の
よ
う
な
か
先
進
的
。
な
ニ
l
チ
ェ
解
釈
を
な
し
え
た
背
景
に
、
彼
が
生
命
主
義
思
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
事
実
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
が
、
当
時
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
生
命
主
義
と
強
い
類
同
性
を
も
っ
事
実
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
。
要
す
る
に
了
一
イ
チ
ェ
研
究
』
は
ニ
1
チ
ェ
思
想
を
、
生
命
主
義
の
観
点
か
ら
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
特
異
性
と
先
進
性
を
付
与
し
た
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
一
一
一
口
う
寸
生
命
主
義
」
と
は
、
主
に
明
治
末
か
ら
日
本
に
流
行
し
た
、
わ
ゆ
る
「
大
正
生
命
主
義
」
思
潮
を
さ
す
の
で
あ
り
、
哲
学
史
に
一
一
一
日
う
「
生
命
の
宵
学
(
一
般
的
に
は
「
生
の
哲
学
」
)
」
と
は
、
根
幹
は
共
有
し
て
い
る
も
の
の
、
思
潮
と
し
て
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
「
生
の
哲
学
」
(
英
喜
一
E
S
B
V
1
0ご
広
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独
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山
〈
円
巾
)
は
、
現
代
で
は
ニ
l
チ
ェ
自
身
が
そ
の
先
駆
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
哲
学
思
潮
で
あ
る
。
こ
の
思
潮
は
「
四
位
紀
後
半
、
と
く
に
そ
の
末
期
か
ら
却
世
紀
の
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
展
開
さ
れ
た
一
連
の
傾
向
の
哲
学
の
総
称
」
で
あ
り
、
寸
円
世
紀
後
半
以
来
の
実
証
科
学
の
発
達
に
影
響
さ
れ
た
実
証
主
義
、
あ
る
い
は
唯
物
主
義
的
思
想
の
盛
行
に
対
立
す
る
動
き
と
し
て
お
こ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
シ
ョ
l
ぺ
ン
ハ
ウ
ア
l
、
一一
1
チ
ェ
を
先
駆
者
と
し
て
、
デ
イ
ル
タ
イ
、
オ
イ
ケ
ン
、
ジ
ン
メ
ル
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
ら
の
哲
学
が
通
常
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
数
え
ら
れ
る
」
。
こ
の
哲
学
思
潮
の
特
徴
は
、
「
人
聞
の
、
あ
る
い
は
人
聞
を
も
合
め
て
の
生
物
の
、
さ
ら
に
は
ん
子
で
宙
全
体
の
『
生
』
は
、
実
証
科
学
を
典
型
と
す
る
合
理
的
思
考
の
網
の
は
に
よ
っ
る三て
LO  は
と
ら
え
ら
れ
ず
む
し
ろ
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
う
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
青
木
書
届
版
『
哲
学
辞
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
の
哲
学
は
八
生
〉
を
世
界
の
い
っ
さ
い
の
事
物
に
優
先
さ
せ
根
本
的
な
も
の
と
み
な
し
、
こ
れ
を
と
ら
え
理
解
す
る
に
は
合
理
的
な
知
的
認
識
で
は
不
可
能
だ
と
し
て
科
学
に
背
を
む
け
、
非
合
理
的
な
直
観
や
心
情
的
体
験
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
〈
生
〉
と
は
、
活
動
しミ
的
、
不
断
の
躍
動
、
多
様
な
安
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
し
、
人
間
の
生
も
こ
れ
に
よ
っ
て
真
に
具
体
的
、
全
的
な
も
の
に
な
る
と
主
張
さ
れ
る
。
右
に
見
ら
れ
る
寸
合
理
的
な
知
的
認
識
」
直
観
や
心
情
的
体
験
」
の
称
揚
、
「
人
間
の
生
」 へ
の
否
定
的
姿
勢
、
「
非
合
理
的
な
の
「
全
的
な
」
把
握
へ
の
希
求
一
群
の
生
命
主
義
教
育
論
者
、
さ
ら
に
初
期
小
林
秀
雄
に
も
共
通
す
る
特
質
だ
っ
た
。
は
、
官
頭
に
あ
げ
た
和
辻
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
、
し
か
し
日
本
の
寸
生
命
主
義
」
(5z-2日
)
あ
る
い
は
「
大
正
生
命
主
義
し
(叶
ω-50・〈一片山
}
2
5
)
は
、
少
な
く
と
も
和
辻
、
小
林
ら
が
関
守
し
た
か
ぎ
り
。
町
一
氏
。
)
と
同
じ
根
か
ら
発
し
な
に
お
い
て
は
、
「
生
の
哲
学
L
G
E
E
S匂}巧
そ
れ
と
は
微
妙
に
異
な
る
力
点
を
も
っ
て
い
る
。
神
秘
主
義
と
融
合
し
が
ら
も
、
た
側
面
が
強
い
点
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
と
り
わ
け
人
格
主
義
と
結
び
つ
き
、
格
陶
冶
の
方
法
論
と
し
て
の
利
用
価
値
に
力
点
が
お
か
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
生
命
主
義
的
な
教
育
論
を
と
な
え
た
、
日
本
女
子
大
の
創
立
者
で
あ
る
成
瀬
仁
蔵
は
、
寸
凡
そ
人
た
る
者
は
、
悉
く
、
霊
妙
な
る
人
格
生
命
を
有
す
L
と
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
一
三
口
う
。
人
格
生
命
臼
具
の
自
発
的
活
動
性
を
、
実
地
具
体
の
功
績
に
於
て
発
揮
し
、
特
殊
独
特
の
事
業
を
成
就
す
る
者
を
創
造
的
能
力
と
為
す
。
成
瀬
は
「
霊
妙
な
る
人
格
生
命
」
を
「
根
本
生
命
L
と
も
言
い
換
え
、
「
吾
人
が
生
命
の
要
求
に
向
か
っ
て
動
く
に
当
り
て
は
、
其
の
動
く
に
従
っ
て
湖
る
〉
こ
と
な
き
慧
智
と
な
り
て
現
は
れ
、
要
求
を
し
て
満
足
し
む
べ
き
、
備
へ
、
万
般
の
手
段
を
設
け
、
浪
々
と
し
て
尽
く
る
の
期
な
し
L
と
し
て
い
る
。
一
切
の
方
法
を
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
「
人
格
生
命
」
は
、
そ
の
力
の
方
向
に
従
っ
て
い
れ
ば
寸
生
命
の
要
求
」
を
み
た
す
「
一
切
の
方
法
」
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
神
秘
主
義
的
色
彩
を
た
た
え
た
力
で
あ
る
。ま
さ
に
寸
合
理
的
思
考
の
網
の
日
に
よ
っ
て
は
と
ら
え
ら
れ
」
な
い
「
生
命
」
の
力
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
生
命
」
は
「
人
格
」
と
緊
密
に
結
び
の
「
自
発
的
活
動
性
L
は
、
「
人
格
」
と
あ
い
ま
つ
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
「
生
命
L
て
「
発
揮
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
専
門
学
校
(
現
早
稲
田
大
学
)
教
授
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
人
格
教
育
学
の
紹
介
に
つ
と
め
た
中
島
半
次
郎
も
ま
た
、
生
命
主
義
教
育
論
者
に
数
え
ら
れ
る
一
人
で
あ
る
。
中
島
は
次
の
よ
う
に
一
三
口
う
。
人
理
想
的
人
格
は
、
・
・
・
・
・
・
宇
宙
の
生
命
と
人
性
と
を
代
表
し
其
個
性
に
依
り
自
己
独
特
の
創
造
的
生
活
を
な
し
以
て
単
に
自
己
の
人
格
を
実
現
す
る
の
み
な
ら
ず
其
属
す
る
国
家
社
会
の
進
歩
発
達
の
為
に
活
動
す
る
所
の
十
分
の
意
力
あ
る
者
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
も
J
子
市
全
体
の
『
生
』
」
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
寸
生
の
哲
学
」
の
特
徴
が
明
瞭
に
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
「
宇
宙
の
生
命
」
は
「
人
格
し
と
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
性
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
あ
ら
わ
れ
た
生
命
主
義
教
育
論
の
多
く
に
、
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
流
行
し
た
日
本
の
寸
生
命
主
義
い
わ
ゆ
る
「
大
正
生
命
主
義
」
の
、
西
欧
の
「
生
の
哲
学
」
と
は
異
な
る
力
点
の
お
か
れ
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
有
田
和
臣
)
「
生
命
主
義
」
が
人
格
と
の
結
び
つ
き
に
力
点
を
お
く
こ
の
傾
向
は
、
教
育
論
お
よ
び
文
芸
批
評
の
分
野
に
も
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
お
そ
ら
く
、
こ
の
傾
向
は
教
育
論
分
野
を
発
祥
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
の
範
障
に
と
ど
ま
ら
ず
、
哲
学
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
二
、
初
期
小
林
秀
雄
と
大
正
生
命
主
義
思
想
と
の
交
点
小
林
秀
雄
が
生
命
主
義
思
潮
の
影
響
下
に
あ
っ
た
痕
跡
は
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
前
後
の
初
期
の
小
林
の
文
章
か
ら
比
較
的
容
易
に
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
命
主
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
生
命
L
を
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
前
の
小
林
秀
雄
は
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
寸
生
命
」
と
い
う
用
語
は
、
初
期
小
林
の
批
評
の
キ
ー
ワ
1
ド
で
あ
る
「
宿
命
」
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
。
「
宿
命
」
は
周
知
の
と
お
り
、
「
様
々
な
る
意
匠
」
に
よ
る
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
後
も
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
そ
し
て
初
期
小
林
秀
雄
の
一
言
う
「
宿
命
し
が
、
生
命
主
義
教
育
論
お
よ
び
和
辻
了
一
イ
チ
ェ
研
究
』
に
頻
出
す
る
、
人
間
の
「
根
本
生
命
L
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
て
き
た
。
小
林
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
に
入
学
し
た
翌
年
、
大
正
十
五
年
十
月
刊
『
仏
蘭
西
文
学
研
究
』
第
一
号
(
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
研
究
室
編
集
、
白
水
社
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
人
生
研
断
家
ア
ル
チ
ユ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
」
(
の
ち
「
一
ブ
ン
ボ
オ
I
」
と
改
題
)
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
あ
ら
ゆ
る
天
才
の
作
品
に
於
け
る
と
同
様
ラ
ン
ボ
オ
の
作
品
を
、
そ
の
豊
富
性
よ
り
見
る
時
は
、
五
日
々
は
唯
舷
量
す
る
よ
り
他
能
が
な
い
。
然
し
、
そ
の
阿
独
創
の
本
質
を
構
成
す
る
も
の
は
、
断
じ
て
此
処
に
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
悪
の
華
」
を
不
朽
に
す
る
も
の
は
、
そ
れ
が
包
含
す
る
近
代
人
の
理
知
、
情
熱
の
多
様
性
で
は
な
い
。
其
処
に
聞
え
る
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
純
粋
単
一
な
宿
命
の
主
調
低
音
だ
。
こ
こ
に
は
「
生
命
」
と
い
う
用
語
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
「
近
代
人
の
理
知
」
と
情
熱
の
「
多
様
性
L
(
豊
富
性
)
に
対
し
て
寸
純
粋
単
一
な
宿
命
の
主
調
低
音
L
を
称
揚
す
る
姿
勢
が
す
で
に
見
ら
れ
、
「
合
理
的
な
知
的
認
識
し
に
背
を
向
け
る
生
命
主
義
の
方
向
性
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
「
宿
命
の
主
調
低
音
L
は、
理
知
的
認
識
に
よ
っ
て
は
と
ら
え
え
な
い
、
そ
の
作
家
の
根
本
的
な
創
作
動
機
で
あ
る
。
理
知
的
認
識
で
と
ら
え
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
創
作
過
程
に
無
意
識
の
要
素
が
介
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
右
に
続
け
て
、
小
林
は
「
宿
命
」
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
天
才
は
、
恐
ろ
し
い
柔
軟
性
を
も
っ
て
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
範
型
の
理
知
を
、
情
熱
を
、
そ
の
生
命
の
理
論
の
中
に
た
た
き
込
む
。
勿
論
、
彼
の
練
金
の
柑
塙
に
中
世
錬
金
術
士
の
詐
術
は
な
い
の
だ
。
彼
は
正
銘
の
金
を
得
る
。
然
る
に
、
彼
は
、
自
身
の
柑
禍
か
ら
取
出
し
た
黄
金
に
、
何
物
か
未
知
の
陰
影
を
読
む
。
こ
の
陰
影
こ
そ
彼
の
宿
命
の
表
象
な
の
だ
。
こ
こ
で
「
生
命
」
が
登
場
し
、
「
宿
命
L
と
の
、
「
未
知
の
陰
影
し
を
仲
介
と
し
た
緊
密
な
関
係
が
提
示
さ
れ
る
。
「
世
の
あ
ら
ゆ
る
範
型
の
理
知
」
も
「
情
熱
」
も
、
芸
術
家
自
ら
の
「
生
命
の
理
論
L
の
中
に
投
入
さ
れ
、
融
解
さ
れ
、
「
正
銘
の
金
」
に
変
貌
を
と
げ
る
。
生
命
の
寸
理
論
」
と
い
う
一
一
百
い
凶
し
で
は
あ
っ
て
も
、
得
ら
れ
た
「
黄
金
」
に
は
、
「
何
物
か
未
知
の
陰
影
」
す
な
わ
ち
芸
術
家
自
ら
の
意
識
的
な
制
御
を
の
が
れ
た
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
「
陰
影
こ
そ
彼
の
宿
命
の
表
象
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
寸
陰
影
」
は
要
す
る
に
、
芸
術
家
の
無
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
こ
こ
で
言
う
「
生
命
の
理
論
し
と
は
、
決
し
て
明
瞭
な
理
知
的
認
識
の
側
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
理
知
的
認
識
を
の
が
れ
る
は
た
ら
き
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
意
識
な
し
に
作
品
製
作
は
で
き
ま
い
が
、
し
か
し
意
識
的
行
為
が
芸
術
家
の
寸
生
命
の
理
論
」
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
(
「
附
塙
」
)
を
経
て
変
成
さ
れ
、
意
識
を
超
え
た
は
た
ら
き
と
「
交
錯
し
し
た
と
き
、
「
生
命
の
理
論
」
は
そ
の
芸
術
家
の
「
宿
命
L
を
宿
し
た
「
作
品
」
を
結
晶
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
、
「
自
意
識
」
を
保
持
し
な
が
ら
も
必
然
的
に
意
識
的
制
御
不
能
の
要
因
を
呼
び
込
む
よ
う
な
い
と
な
み
を
、
小
林
は
昭
和
二
年
の
文
章
で
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
い
る
。
芸
術
は
二
二
ん
が
四
で
は
出
来
ぬ
と
言
ふ
時
、
諸
君
は
必
度
次
の
事
を
忘
れ
つ
ま
り
芸
術
家
は
彼
の
理
論
に
よ
っ
て
、
二
二
ん
が
五
で
あ
る
と
明
ら
か
に
意
識
し
な
り
れ
ば
作
品
は
出
来
ぬ
と
い
ふ
事
だ
。
る勿
論
芸
術
作
品
に
は
一
絶
対
物
が
あ
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
自
意
識
の
化
学
を
越
え
た
、
あ
ら
ゆ
る
批
評
の
時
外
に
出
た
一
絶
対
物
が
あ
る
の
で
あ
る
。
-
・
・
・
絶
対
と
は
誠
実
な
る
自
意
識
の
極
限
値
な
の
だ
。
不
断
の
理
論
の
影
像
は
遂
に
絶
対
に
収
数
す
る
の
で
あ
る
。
芸
術
活
動
が
遂
に
神
と
の
協
作
で
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
二
一
月
)
あ
る
と
は
か
〉
る
自
意
識
の
苦
痛
に
堪
へ
た
人
の
み
が
言
へ
る
事
な
の
だ
。
芸
術
家
の
「
誠
実
な
る
自
意
識
し
が
「
極
限
値
し
に
ま
で
行
使
さ
れ
る
と
き
、
明
ら
か
な
「
意
識
」
の
も
と
に
あ
る
「
理
論
の
影
像
」
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
自
意
識
の
化
学
」
に
も
と
ら
え
え
ず
、
ま
た
「
あ
ら
ゆ
る
批
評
し
に
よ
っ
て
も
と
ら
え
え
な
い
二
絶
対
物
」
を
生
む
。
し
か
も
芸
術
家
は
こ
の
過
程
に
意
識
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
例
え
ば
「
二
二
ん
が
五
で
あ
る
と
明
ら
か
に
意
識
し
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
「
自
意
識
」
を
も
ち
え
た
芸
術
家
に
と
っ
て
、
「
芸
術
活
動
」
は
「
神
と
の
協
作
」
と
な
る
。
つ
ま
り
そ
の
芸
術
家
の
理
知
的
意
識
的
な
制
御
を
こ
え
た
「
宿
命
し
を
宿
し
た
作
品
を
創
作
し
得
る
。
こ
の
「
宿
命
し
は
芸
術
家
の
意
図
的
な
操
作
を
こ
え
た
と
こ
ろ
で
作
品
に
移
入
さ
れ
た
、
そ
の
作
家
の
個
性
で
あ
り
、
「
独
創
の
本
質
」
で
あ
り
、
人
知
を
こ
え
た
神
秘
な
様
態
で
あ
る
以
上
の
よ
う
に
小
林
は
芸
術
創
作
の
過
程
を
語
る
と
き
、
「
宿
命
」
と
と
も
に
「
生
命
の
理
論
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
お
り
、
理
知
認
識
を
の
が
れ
つ
つ
芸
術
創
作
の
要
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
そ
の
意
味
内
容
は
、
生
命
主
義
の
方
向
性
に
即
し
て
い
る
。
小
林
は
同
文
章
で
こ
れ
を
寸
作
者
内
奥
の
理
論
」
と
も
言
い
換
え
て
い
る
。
和
辻
哲
郎
は
了
一
イ
チ
ェ
研
究
』
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
芸
術
の
価
値
は
そ
の
手
法
形
式
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
く
、
生
命
の
横
溢
よ
り
創
作
せ
ら
れ
た
か
否
か
に
依
つ
て
の
み
定
ま
る
。
・
・
・
・
・
・
ニ
イ
チ
エ
の
見
た
る
芸
術
家
は
、
斯
く
の
如
く
、
科
学
を
以
て
明
か
に
す
る
こ
と
の
五
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
有
同
和
臣
)
出
来
な
い
境
地
よ
り
出
で
て
創
作
す
る
。
・
・
・
・
・
・
芸
術
家
の
深
い
内
的
生
活
が
現
象
的
の
も
の
を
形
式
と
し
て
表
現
せ
ら
る
〉
所
に
、
始
め
て
芸
術
が
あ
る
の
で
あ
る
。
創
作
の
真
理
は
決
し
て
意
識
的
に
解
剖
の
出
来
る
も
の
で
は
h
i
h
、A
O
+
臼
し
ー
ー
こ
の
見
方
は
科
学
と
し
て
の
美
学
に
は
何
等
貢
献
し
得
る
も
の
そ
の
代
わ
り
に
美
学
の
は
い
り
得
ぬ
所
を
明
か
に
し
ゃ
う
と
しで
ては
ゐな
るEい
。カま
「
意
識
し
ゃ
「
科
学
」
を
否
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
生
命
」
や
「
芸
術
家
の
深
い
内
的
生
活
」
を
創
作
の
原
動
力
と
す
る
和
辻
の
文
章
と
、
小
林
の
文
章
の
類
似
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
「
美
学
」
を
批
判
す
る
初
期
小
林
の
姿
勢
と
も
合
致
す
る
。
右
の
よ
う
に
小
林
は
、
1
宿
命
L
と
ま
っ
た
く
の
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
き
わ
め
て
近
親
的
な
関
係
に
あ
る
用
語
と
し
て
「
生
命
」
を
使
っ
て
い
た
。
「
宿
命
」
と
同
様
、
こ
の
「
生
命
の
理
論
」
も
ま
た
、
意
識
・
理
牲
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
得
な
い
働
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
超
意
識
的
な
原
動
力
と
で
も
言
う
べ
き
概
念
に
、
小
林
は
く
り
返
し
言
及
す
る
。
一、
「
楊
め
手
か
ら
」
の
批
評
と
「
生
命
の
理
論
」
先
に
引
用
し
た
「
ラ
ン
ボ
オ
I
」
の
文
章
(
芸
術
家
は
彼
の
寸
生
命
の
理
論
」
と
い
う
柑
禍
か
ら
「
宿
命
」
と
い
う
「
未
知
の
陰
影
」
を
生
み
出
す
、
と
い
う
趣
旨
)
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。
ムノ、
こ
の
時
、
彼
の
眼
は
、
痴
呆
の
如
く
、
夢
遊
病
者
の
如
く
見
開
か
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
は
、
こ
の
時
彼
の
眼
は
祈
祷
者
の
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
白
躯
ら
の
宿
命
の
相
貌
を
確
知
し
よ
う
と
す
る
時
、
彼
の
美
神
は
逃
走
し
て
了
ふ
か
ら
。
芸
術
家
の
脳
中
に
、
宿
命
が
侵
入
す
る
の
は
、
必
ず
頭
蓋
骨
の
背
後
よ
り
だ
。
宿
命
の
尖
端
が
生
命
の
理
論
と
交
錯
す
る
の
は
、
必
ず
無
意
識
に
於
い
て
だ
。
芸
術
家
は
「
白
躯
ら
の
宿
命
の
相
貌
を
確
知
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寸
宿
命
し
と
は
、
意
識
的
な
制
御
を
の
が
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
。
「
確
知
L
し
ょ
う
と
す
れ
ば
「
彼
の
美
神
は
逃
走
し
て
了
ふ
L
、
あ
る
よ
う
な
宿
命
に
彩
ら
れ
た
作
品
を
生
む
こ
と
自
体
が
不
可
能
に
な
る
。
彼
の
つ
ま
り
「
神
と
の
協
作
」
で
「
宿
命
」
が
作
品
に
移
入
さ
れ
る
の
は
「
必
ず
頭
蓋
骨
の
背
後
」
か
ら
、
す
な
わ
ち
「
必
ず
無
意
識
に
於
い
て
」
で
あ
る
。
意
識
的
な
制
御
を
ま
ぬ
が
れ
る
場
所
で
、
彼
の
「
宿
命
の
尖
端
」
は
彼
の
寸
生
命
の
理
論
と
交
錯
す
る
し
、
つ
ま
り
彼
の
「
生
命
の
理
論
」
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
的
な
は
た
ら
き
を
介
し
て
、
彼
の
寸
宿
命
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
だ
か
ら
そ
の
時
、
芸
術
家
の
「
眼
」
は
、
意
識
的
な
制
御
を
止
め
た
無
意
識
状
態
、
寸
E
削
ロ
ポ
の
如
く
、
夢
遊
病
者
の
如
く
L
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
人
知
を
こ
え
た
も
の
に
対
し
て
祈
る
、
神
秘
的
な
ー
ー
以
上
の
趣
旨
に
も
、
寸
無
意
識
」
と
「
宿
「
祈
祷
者
の
眼
」
で
も
あ
る
。
命
」
お
よ
び
寸
生
命
」
の
緊
密
な
関
係
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
生
命
の
理
論
」
は
「
宿
命
」
と
同
等
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
に
引
用
し
た
昭
和
二
年
発
表
の
「
測
鉛
T
i
一
ヲ
」
十
」
目
、
l
-
』
J
「
生
命
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
芸
術
家
は
生
命
を
発
見
し
た
だ
け
で
は
駄
目
で
あ
る
。
発
見
し
た
生
命
が
白
身
の
血
と
変
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
芸
術
家
の
真
の
苦
悩
と
は
、
こ
の
葉
緑
一
一
来
的
機
能
の
苦
悩
で
あ
る
。
批
評
論
と
は
生
命
の
発
見
を
定
著
し
た
も
の
だ
。
作
品
と
は
生
命
の
獲
得
を
定
著
し
た
も
の
だ
。
:
:
:
批
評
と
は
生
命
の
獲
得
で
は
な
い
が
発
見
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
批
評
の
真
義
は
断
じ
て
存
せ
ぬ
。
意
識
制
御
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
作
品
の
創
造
性
が
生
み
出
さ
れ
る
様
は
さ
な
が
ら
、
水
と
光
か
ら
炭
水
化
物
を
造
り
だ
す
っ
葉
緑
素
的
機
能
」
だ
ろ
う
。
こ
の
「
作
品
と
は
生
命
の
獲
得
を
定
著
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
表
現
に
も
、
作
品
創
造
と
「
生
命
」
と
の
緊
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
批
評
家
と
芸
術
作
品
と
の
関
係
も
、
「
批
評
と
は
生
命
の
獲
得
で
は
な
い
が
発
見
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
生
命
の
獲
得
し
と
い
う
芸
術
家
の
作
品
創
造
と
は
異
な
る
活
動
だ
が
、
芸
術
家
が
作
品
創
造
を
と
お
し
て
獲
得
し
た
寸
生
命
」
を
「
発
見
し
す
る
活
動
だ
と
さ
れ
る
。
や
は
り
焦
点
は
「
生
命
」
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
生
命
」
が
、
「
宿
命
L
と
ほ
と
ん
ど
同
義
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
「
批
評
論
と
は
生
命
の
発
見
を
定
著
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
言
い
方
で
、
小
林
秀
雄
自
身
の
「
批
評
論
し
が
、
「
生
命
の
発
見
し
を
核
と
す
る
と
い
う
事
実
を
告
白
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
彼
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
「
様
々
な
る
意
匠
」
で
き
?
っ
J
栢
A
叩
の
理
論
」
の
発
見
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「
様
々
な
る
意
匠
」
で
小
林
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
¥
O
O七
年
三
月
)
私
に
は
常
に
舞
台
よ
り
楽
屋
の
方
が
両
白
い
。
こ
の
様
な
私
に
も
、
や
っ
ぱ
り
軍
略
は
必
要
だ
と
す
る
な
ら
、
「
揚
め
手
か
ら
L
、
こ
れ
が
私
に
は
最
も
人
性
論
的
法
則
に
適
っ
た
軍
略
に
見
え
る
の
だ
。
批
評
家
は
「
頭
蓋
骨
の
背
後
」
か
ら
「
侵
入
L
す
る
「
「
宿
命
(
生
命
)
L
を
見
ょ
、
と
い
う
「
ラ
ン
ボ
オ
I
L
お
よ
び
「
測
鉛
H
L
の
主
張
と
、
寸
揚
め
子
か
ら
L
作
家
の
「
宿
命
L
を
見
よ
、
と
い
う
寸
様
々
な
る
意
匠
」
で
の
主
張
と
の
間
に
組
離
は
な
い
。
さ
ら
に
例
え
ば
、
右
の
寸
人
性
論
的
法
則
」
と
い
う
や
や
特
殊
そ
し
て
同
じ
っ
様
々
な
る
意
匠
L
中
の
「
観
念
学
を
支
持
す
る
な
言
い
回
し
も
、
も
の
は
、
常
に
理
論
で
は
な
く
人
間
の
生
活
の
意
力
で
あ
る
」
と
い
う
言
い
回
し
に
見
ら
れ
る
「
意
力
し
と
い
う
語
も
、
先
に
あ
げ
た
生
命
主
義
教
育
論
者
、
中
'
品
半
次
郎
の
文
章
中
(
注
9
参
照
)
と
同
じ
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ら
わ
れ
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
語
句
は
、
「
生
命
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
深
い
関
連
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
生
命
主
義
的
な
発
一
三
口
を
す
る
際
、
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
る
決
ま
り
文
句
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
(
当
然
、
和
辻
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
も
同
様
の
語
句
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
別
稿
で
示
し
た
の
で
こ
こ
で
は
例
示
し
な
い
)
O
寸
法
ー
ム
命
」
と
「
宿
命
L
、
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
る
初
期
小
林
の
文
章
に
は
、
生
命
主
義
の
用
語
が
、
生
命
主
義
的
な
文
脈
の
中
で
努
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
生
命
」
と
「
宿
命
L
と
い
う
、
こ
れ
ら
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
初
期
小
林
の
文
章
で
、
同
様
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
様
々
な
語
に
言
い
換
え
ら
れ
て
登
場
す
る
。
寸
測
鉛
」
の
翌
月
に
発
表
さ
れ
た
「
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
L
で
小
林
七
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
有
出
和
臣
)
は
、
寸
宿
命
」
を
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
。
彼
の
作
品
と
彼
の
自
殺
と
は
何
等
論
理
的
関
係
は
な
い
。
重
要
な
の
は
自
殺
な
る
行
動
で
は
な
く
、
自
殺
の
理
論
で
あ
る
、
つ
ま
り
彼
の
自
殺
的
宿
命
で
あ
る
、
氏
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
彼
の
「
星
」
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
僕
に
は
、
批
評
の
興
味
と
い
う
も
の
は
作
品
か
ら
作
者
の
星
を
発
見
す
る
事
以
外
に
は
な
い
。
こ
こ
で
は
芥
川
の
言
葉
を
借
り
つ
つ
、
批
評
は
「
作
品
か
ら
作
者
の
星
を
発
見
す
る
事
」
だ
と
言
う
。
「
測
鉛
し
で
用
い
ら
れ
た
「
生
命
の
発
見
」
と
い
う
言
い
方
と
同
義
で
あ
る
。
「
生
命
の
発
見
」
を
自
己
の
批
評
理
論
の
核
と
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
芸
術
作
品
に
作
者
の
「
生
命
L
・
J
栢
命
」
を
発
見
せ
よ
、
と
い
う
主
張
は
ま
た
、
初
期
小
林
の
文
章
の
中
で
「
人
格
」
と
関
連
す
る
表
現
で
言
い
換
え
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
例
示
す
る
。
四
「
生
命
」
と
趣
味
・
性
格
・
人
格
大
正
十
五
年
『
文
塾
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
た
「
性
格
の
奇
蹟
」
と
い
う
文
章
で
は
、
寸
宿
命
」
や
「
生
命
し
と
ほ
ぼ
同
じ
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
「
芸
術
家
の
性
格
L
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
小
林
は
「
芸
術
家
に
と
っ
て
、
人
間
の
性
格
と
は
、
そ
の
行
動
で
あ
っ
て
断
じ
て
心
理
で
は
な
い
し
と
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
J¥ 
人
間
の
性
格
が
行
動
で
あ
っ
て
心
理
で
は
な
い
と
観
ず
る
事
は
、
概
念
が
飛
散
し
た
最
後
に
残
る
芸
術
家
の
純
精
な
イ
リ
ュ
1
ジ
ョ
ン
に
他
な
い
は
ゆ
る
ら
ぬ
。
こ
の
イ
リ
ュ
l
ジ
ョ
ン
を
掴
ん
だ
時
、
彼
は
芸
術
家
の
性
格
と
い
ふ
も
の
を
発
見
す
る
の
だ
。
そ
し
て
又
こ
の
時
、
彼
の
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
性
格
が
消
滅
す
る
の
だ
。
「
い
は
ゆ
る
概
念
」
に
よ
る
芸
術
家
の
「
心
理
」
の
解
析
が
「
飛
散
し
た
」
の
ち
、
「
最
後
に
残
る
芸
術
家
の
純
精
な
イ
リ
ュ
l
ジ
ョ
ン
し
が
、
「
人
間
の
性
格
が
行
動
で
あ
」
る
と
「
観
ず
る
事
」
だ
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
行
動
L
は
作
品
創
造
の
い
と
な
み
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
心
理
」
つ
ま
り
意
識
的
な
い
と
な
み
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
発
見
」
さ
れ
る
寸
芸
術
家
の
性
格
」
は
、
「
如
何
仕
様
も
な
い
魂
の
陰
影
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
芸
術
家
は
「
性
格
の
命
令
」
に
動
か
さ
れ
て
創
作
す
る
、
と
い
っ
た
文
脈
の
中
で
あ
ら
わ
れ
る
言
い
回
し
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
「
生
命
L
「
宿
命
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
と
一
致
す
る
。
小
林
は
続
り
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
真
の
芸
術
家
に
と
っ
て
、
美
と
は
彼
の
性
格
の
発
見
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
発
見
し
た
性
格
の
命
令
は
唯
一
つ
で
あ
る
。
独
創
性
に
違
反
す
る
事
は
い
か
な
る
天
才
に
も
許
さ
れ
ぬ
。
芸
術
家
の
「
発
見
し
た
性
格
の
命
令
は
唯
一
つ
」
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
は
ま
た
、
先
に
見
た
「
ラ
ン
ボ
オ
I
L
に
お
け
る
「
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
純
粋
単
一
な
宿
命
の
主
調
低
音
」
と
同
じ
文
脈
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
を
「
様
々
な
る
意
匠
」
の
次
の
箇
所
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
脈
の
同
一
性
が
さ
ら
に
明
瞭
と
な
ろ
う
。
小
林
は
こ
こ
で
、
芸
術
家
の
「
全
身
を
血
球
と
共
に
循
る
真
実
は
唯
一
つ
あ
る
の
み
だ
と
い
ふ
事
」
を
言
い
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
芸
術
家
達
の
ど
ん
な
に
純
粋
な
仕
事
で
も
、
科
学
者
が
純
粋
な
水
と
呼
ぶ
意
味
で
純
粋
な
も
の
は
な
い
。
彼
等
の
仕
事
は
常
に
、
種
々
の
色
彩
、
種
々
の
陰
殴
調
を
擁
し
て
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
豊
富
性
の
為
に
、
私
は
、
彼
等
の
作
品
か
ら
思
ふ
処
を
抽
象
す
る
事
が
出
来
る
、
と
言
ふ
一
挙
は
又
何
を
抽
象
し
て
も
何
者
か
が
残
る
と
い
ふ
事
だ
。
こ
の
豊
富
性
の
裡
を
紡
律
し
て
、
私
は
、
そ
そ
の
途
端
、
不
思
議
な
角
の
作
家
の
思
想
を
完
全
に
了
解
し
た
と
信
ず
る
、
度
か
ら
、
新
し
い
思
想
の
断
片
が
私
を
見
る
。
見
ら
れ
た
が
最
後
、
断
片
は
も
は
や
断
片
で
は
な
い
、
忽
ち
燐
大
し
て
、
今
了
解
し
た
私
の
思
想
を
呑
ん
で
了
ふ
と
い
ふ
事
が
起
る
。
こ
の
紡
裡
は
恰
も
解
析
に
よ
っ
て
己
れ
の
姿
を
捕
へ
ょ
う
と
す
る
訪
僅
に
等
し
い
。
か
う
し
て
私
は
、
私
の
解
析
の
肱
霊
の
末
、
傑
作
の
豊
富
性
の
底
を
流
れ
る
、
作
者
の
宿
命
の
主
調
低
音
を
き
く
の
で
あ
る
。
こ
の
時
私
の
騒
然
た
る
夢
は
や
み
、
私
の
心
が
私
の
一
一
一
口
葉
を
語
り
始
め
る
、
こ
の
時
私
は
私
の
批
評
の
可
能
を
悟
る
の
で
あ
る
。
理
知
的
な
寸
解
析
に
よ
っ
て
」
は
「
捕
へ
」
ら
れ
な
い
「
作
者
の
宿
命
の
主
調
低
音
」
は
、
先
の
「
性
格
の
命
令
」
と
同
様
寸
唯
一
つ
」
で
あ
る
。
右
の
直
前
で
小
林
は
「
世
の
所
謂
宿
命
の
真
の
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
血
球
と
共
に
循
る
一
真
実
と
は
そ
の
人
の
宿
命
の
異
名
で
あ
る
。
或
る
人
の
真
の
性
格
と
い
ひ
、
芸
術
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
家
の
独
創
性
と
い
ひ
又
異
な
っ
た
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
し
と
も
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
も
に
「
芸
術
家
の
独
創
性
し
そ
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
宿
命
」
と
「
性
格
」
の
類
向
性
は
明
ら
か
だ
。
理
知
的
解
析
を
く
り
か
え
す
寸
私
の
騒
然
た
る
夢
」
が
や
む
と
き
、
芸
術
家
の
「
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
性
格
が
消
そ
の
芸
術
家
固
有
の
「
性
格
」
だ
け
が
明
瞭
に
な
る
、
と
い
う
文
脈
滅
」
し
て
、
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
初
期
の
作
品
群
に
は
、
「
様
々
な
る
意
匠
L
の
下
敷
き
と
な
っ
た
作
品
が
散
在
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
下
敷
き
と
な
っ
た
初
期
の
作
品
を
参
照
す
れ
ば
、
「
様
々
な
る
意
匠
」
で
は
覆
い
隠
さ
れ
て
い
た
生
命
主
義
的
な
発
想
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
尺
度
に
従
っ
て
人
を
評
す
る
事
も
等
し
く
苦
も
な
い
業
で
あ
る
。
常
に
生
き
生
き
と
し
た
晴
好
を
有
し
、
常
に
滋
刺
た
る
尺
度
を
持
つ
と
い
ふ
事
だ
け
が
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
「
様
々
な
る
意
匠
」
で
の
言
い
回
し
の
下
敷
き
と
し
て
、
寸
測
鉛
H
」
の
文
章
を
参
照
し
て
み
る
。
常
に
生
生
た
る
趣
味
を
持
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
淘
に
信
じ
ら
れ
な
い
程
難
し
い
事
な
の
で
あ
る
。
趣
味
と
は
心
臓
の
理
論
で
あ
る
。
深
刻
な
良
心
で
あ
ヲ
匂
。
趣
味
の
な
い
批
評
家
つ
ま
り
良
心
の
な
い
批
評
家
は
如
何
な
る
作
品
の
前
お
も
む
ろ
と
何
故
っ
て
徐
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
物
差
を
索
り
出
せ
ば
に
立
つ
で
も
驚
か
ぬ
。
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
若
し
君
が
前
に
し
た
天
才
の
情
熱
の
百
分
の
一
で
も
所
有
し
て
ゐ
た
な
ら
、
君
は
彼
の
魂
の
理
論
を
了
解
す
る
の
で
あ
る
。
九
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
有
田
和
臣
)
単
な
る
理
知
的
な
解
析
の
「
尺
度
L
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
物
差
」
に
対
し
て
、
寸
溌
刺
た
る
尺
度
L
、
あ
る
い
は
「
生
き
生
き
と
し
た
晴
好
を
有
」
す
こ
と
、
「
生
生
た
る
趣
味
を
持
」
つ
こ
と
を
求
め
る
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
る
。
「
生
生
た
る
趣
味
」
は
「
心
臓
の
理
論
¥
「
深
刻
な
良
心
し
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
一一H
う
「
趣
味
」
が
「
晴
好
し
と
同
義
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
批
評
家
が
芸
術
家
の
中
に
見
出
す
「
魂
の
理
論
L
は
寸
宿
命
」
の
言
い
換
え
で
あ
り
、
「
生
命
の
理
論
」
と
同
義
で
あ
る
。
「
趣
味
し
と
言
う
用
語
は
、
生
命
主
義
教
育
論
に
お
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
人
格
陶
冶
の
姿
勢
と
密
接
に
リ
ン
ク
す
る
用
語
だ
っ
た
。
そ
し
て
先
に
例
示
し
た
「
芸
術
家
の
性
格
し
も
人
格
に
か
か
わ
る
言
い
回
し
で
あ
る
。
さ
ら
に
小
林
は
寸
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
L
(
昭
和
二
年
)
で
、
「
僕
は
嘗
て
彼
の
作
品
に
理
知
の
情
熱
を
感
じ
た
事
が
な
い
し
と
し
な
が
ら
一
一
一
口
う
。
「
現
実
を
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
固
形
化
し
よ
う
と
し
し
、
「
生
命
を
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
凝
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
L
、
い
わ
ば
寸
逆
説
的
測
鉛
を
曳
く
」
行
為
が
芥
川
の
宿
命
で
あ
る
。
彼
は
自
ら
の
方
向
性
を
見
失
っ
て
「
紡
但
し
し
た
。
続
け
て
小
林
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
彼
の
個
性
は
人
格
と
な
る
事
を
止
め
て
一
つ
の
現
象
と
な
っ
た
。
こ
の
寸
人
格
」
は
、
自
ら
の
宿
命
と
芸
術
創
作
行
為
が
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
芥
川
の
「
自
殺
的
宿
命
」
を
右
の
よ
う
に
一
百
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
言
う
「
人
格
し
は
「
宿
命
」
と
深
く
か
か
わ
る
語
で
あ
り
、
「
人
格
」
と
「
生
命
し
を
セ
ッ
ト
に
し
て
考
え
る
大
正
O 
期
の
生
命
主
義
教
育
論
と
文
脈
的
な
親
近
性
を
も
っ
て
い
る
。
「
人
格
L
に
か
か
わ
る
表
現
は
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
も
多
数
見
ら
れ
る
。
和
辻
は
、
芸
術
家
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
「
或
者
と
は
生
命
の
本
質
で
あ
り
、
ま
た
芸
術
家
の
自
己
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
言
う
。
芸
術
品
が
偉
大
な
る
効
果
を
持
っ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
芸
術
家
と
鑑
賞
者
の
聞
の
人
格
的
関
係
で
あ
る
。
生
活
の
深
み
に
於
け
る
力
の
関
係
で
あ
る
。
効
果
は
芸
術
家
が
意
欲
し
た
故
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
芸
術
家
の
人
格
そ
の
者
に
あ
る
の
で
あ
る
。
一
方
小
林
は
、
芸
術
家
に
と
っ
て
芸
術
作
品
は
「
己
れ
の
た
て
た
里
程
標
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
言
う
。
か
か
る
死
物
が
永
遠
に
生
き
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
生
き
た
人
が
世
々
を
通
じ
て
そ
れ
に
交
渉
す
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
小
林
は
「
人
格
L
と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い
の
だ
が
、
小
林
の
文
章
と
多
く
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
和
辻
の
文
章
に
、
右
の
よ
う
に
あ
る
と
き
、
両
者
が
同
じ
文
脈
の
中
で
発
一
一
目
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
生
命
主
義
的
な
特
質
を
顕
著
に
持
つ
教
育
論
者
、
水
鳥
川
安
爾
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
凡
そ
、
芸
術
は
生
命
の
表
現
で
あ
る
。
作
家
の
伺
性
人
格
の
表
現
で
あ
り
、
理
念
の
表
出
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
芸
術
作
品
は
、
作
家
の
個
性
、
作
家
の
人
格
、
作
家
の
理
念
、
す
な
は
ち
作
家
の
生
命
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
寸
生
命
」
「
個
性
L
と
寸
人
格
L
が
緊
密
に
結
び
つ
い
た
形
で
、
芸
術
の
本
質
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
し
て
右
引
用
に
は
、
小
林
、
和
辻
の
説
く
芸
術
作
品
の
様
態
と
、
用
語
お
よ
び
そ
う
の
文
脈
に
お
い
て
高
い
類
同
性
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
、
生
命
主
義
と
い
う
思
潮
に
属
し
、
発
想
の
根
を
同
じ
く
す
る
事
実
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
結
初
期
小
林
秀
雄
の
文
章
に
見
ら
れ
る
、
生
命
主
義
的
発
想
の
痕
跡
を
確
認
し
て
き
た
。
日
本
の
「
生
命
主
義
」
(
大
正
生
命
主
義
)
が
も
っ
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
格
主
義
的
発
想
を
、
そ
れ
ら
痕
跡
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
、
西
欧
に
生
ま
れ
た
「
生
の
哲
学
」
が
日
本
に
受
容
さ
れ
、
非
合
理
な
生
命
の
力
を
認
識
の
根
本
原
理
と
し
て
称
揚
す
る
そ
の
姿
勢
が
人
格
陶
治
主
義
と
結
び
つ
き
、
日
本
的
な
寸
生
命
主
義
」
を
形
成
し
た
様
が
、
縮
図
と
な
っ
て
影
を
落
と
し
て
い
る
。
ま
た
小
林
秀
雄
の
初
期
の
作
品
群
に
は
、
「
様
々
な
る
意
匠
L
の
下
敷
き
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
散
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば
、
「
様
々
な
る
意
匠
」
で
は
覆
い
隠
さ
れ
て
い
た
生
命
主
義
的
な
発
想
が
、
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
「
生
命
」
寸
宿
命
」
「
芸
術
家
の
性
格
L
「
人
格
L
等
は
、
す
べ
て
生
命
主
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
生
命
主
義
に
特
徴
的
な
意
味
志
向
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
学
部
論
集
第
九
十
一
号
(
二
O
O七
年
三
月
)
は
初
期
の
小
林
の
文
章
中
に
、
生
命
主
義
的
な
文
脈
の
中
で
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
命
主
義
の
視
点
か
ら
と
ら
え
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
の
小
林
の
文
章
は
本
来
の
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
「
人
格
主
義
」
が
小
林
の
批
評
思
想
に
落
と
し
た
影
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
期
ノ
?
』
、
A
O
、l
L
ナ
ム
l
v
〔
日
迂
〕引
用
文
に
お
い
て
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
引
用
文
中
の
中
略
・
省
略
は
7
・
・
L
で
示
し
た
。
小
林
秀
雄
の
文
章
は
こ
と
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
『
小
林
秀
雄
全
集
』
(
新
潮
社
、
平
成
十
凶
年
四
月
)
に
よ
る
。
(
1
)
以
下
の
拙
稿
で
述
べ
た
。
「
眼
の
陶
冶
と
帝
国
主
義
(
同
)
|
|
大
正
期
文
芸
教
育
論
と
生
命
主
義
芸
術
教
育
論
L
(
『
京
都
語
文
』
第
十
号
、
平
成
卜
五
年
十
一
月
)
「
教
育
論
の
中
の
大
正
生
命
主
義
|
|
小
林
秀
雄
と
芸
術
教
育
論
」
(
『
文
学
部
論
集
』
第
八
五
号
、
側
教
大
学
文
学
部
、
平
成
十
三
年
三
月
)
寸
生
命
主
義
芸
術
論
教
育
論
の
勢
力
関
|
|
武
者
小
路
実
篤
、
片
上
伸
、
小
林
秀
雄
の
か
自
己
表
白
。
」
(
『
文
学
部
論
集
』
第
八
八
号
、
悌
教
大
学
文
学
部
、
平
成
十
六
年
三
月
)
(
2
)
同
(
3
)
『
日
本
大
百
科
全
書
(
ス
ー
パ
ー
-
ニ
ツ
ポ
ニ
カ
)
』
小
学
館
、
一
平
成
十
阿
年
一
一
月
(
4
)
『
哲
学
辞
典
〔
第
4
版
)
』
青
木
書
応
、
昭
和
六
O
年
九
月
(
5
)
例
え
ば
次
の
よ
う
な
箇
所
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
(
傍
線
論
者
)
。
ニ
イ
チ
ェ
の
い
ふ
本
能
は
、
感
覚
や
窓
意
の
内
に
動
力
と
し
評
価
者
と
し
て
ひ
そ
み
全
然
原
子
的
に
相
互
の
連
絡
を
欠
い
て
ゐ
る
所
の
意
識
に
対
し
て
、
方
向
と
活
力
と
を
与
へ
る
も
の
で
あ
る
。
権
力
意
志
で
あ
る
。
神
秘
な
直
接
な
内
的
事
実
で
あ
る
。
純
粋
な
る
心
的
活
動
は
ニ
イ
チ
ェ
に
あ
っ
て
は
人
間
の
全
的
活
動
に
外
な
ら
ぬ
。
(
和
辻
哲
郎
了
一
イ
チ
ェ
研
究
』
東
京
内
田
老
鶴
岡
、
大
正
二
年
九
月
、
六
六
頁
)
初
期
小
林
秀
雄
と
生
命
主
義
(
有
田
和
臣
)
多
く
の
人
は
、
人
間
の
行
為
を
決
定
し
、
指
導
す
る
も
の
は
理
性
と
意
性
と
で
あ
る
と
信
じ
て
居
る
。
然
も
夫
は
誤
で
あ
っ
て
、
感
情
こ
そ
真
に
人
間
活
動
の
本
源
的
動
力
と
し
て
、
五
日
人
の
行
為
を
統
理
し
、
そ
の
能
率
を
発
揮
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
(
関
衛
寸
想
像
全
盛
期
児
童
の
芸
術
的
陶
冶
」
、
帝
国
教
育
会
『
芸
術
教
育
の
最
新
研
究
』
文
化
書
房
、
大
正
十
三
年
六
月
二
O
H
、
二
九
五
頁
)
凡
そ
あ
ら
ゆ
る
観
念
学
は
人
間
の
意
識
に
け
っ
し
て
そ
の
基
礎
を
置
く
も
の
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
が
言
っ
た
様
に
、
「
意
識
と
は
意
識
さ
れ
た
存
在
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な
い
L
の
で
あ
る
。
或
る
人
の
観
念
学
は
常
に
そ
の
人
の
全
存
在
に
か
〉
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
人
の
宿
命
に
か
〉
つ
て
ゐ
る
。
:
:
:
観
念
学
を
支
持
す
る
も
の
は
、
常
に
理
論
で
は
な
く
人
間
の
生
活
の
意
力
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
一
つ
の
現
実
で
あ
る
。
(
「
様
々
な
る
意
匠
L
昭
和
四
年
九
月
、
『
小
林
秀
雄
全
集
第
一
巻
』
平
成
十
四
年
四
月
、
二
二
九
百
九
)
(
6
)
成
瀬
仁
蔵
『
新
時
代
の
教
育
』
博
文
館
、
大
正
三
年
一
月
三
一
日
、
二
八
二
頁
(
7
)
同
、
二
八
七
頁
(
8
)
岡
、
二
七
二
頁
(
9
)
中
島
半
次
郎
『
人
格
的
教
育
学
と
我
国
の
教
育
』
、
大
正
四
年
五
月
二
八
日
、
四
二
頁
(
刊
)
「
教
育
論
の
中
の
大
正
生
命
主
義
L
、
「
生
命
主
義
芸
術
論
教
育
論
の
勢
力
圏
L
(
日
)
小
林
秀
雄
J
フ
ン
ボ
オ
I
L
大
正
十
五
年
十
川
(
『
地
獄
の
季
節
』
白
水
社
、
昭
和
五
年
十
月
二
五
日
、
九
頁
)
(
ロ
)
「
ラ
ン
ボ
オ
I
L
九
頁
1
十
頁
(
日
)
「
測
鉛
H
L
(
『
大
調
和
L
昭
和
二
年
八
月
、
『
小
林
秀
雄
全
集
第
一
巻
』
一
O
七
百
九
)
(
H
)
同
(
日
)
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
東
京
内
田
老
鶴
岡
、
大
正
二
年
九
月
、
二
一
二
八
頁
和
辻
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。
芸
術
創
作
を
創
作
の
手
続
か
ら
見
た
所
で
創
作
の
活
動
そ
の
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
芸
術
家
に
と
っ
て
は
創
作
の
急
所
は
無
意
識
的
で
あ
る
。
何
故
に
こ
の
語
を
用
ひ
、
何
故
に
こ
の
色
を
塗
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
芸
術
家
に
は
解
ら
な
い
。
唯
そ
の
語
が
意
識
に
浮
び
、
そ
の
色
に
注
意
が
向
く
故
、
そ
れ
を
使
用
す
る
の
で
、
論
理
的
に
説
明
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
(
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
一
二
二
九
頁
)
小
林
に
も
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
あ
る
が
俸
に
見
る
と
は
芸
術
家
は
最
後
に
は
対
象
を
望
ま
し
い
忘
我
の
謙
譲
を
も
っ
て
見
る
と
い
ふ
事
に
他
な
ら
な
い
。
作
品
の
有
す
る
現
実
性
と
は
か
か
る
瞬
間
に
於
け
る
情
熱
の
移
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
「
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
」
一
一
四
頁
)
(
国
)
「
ラ
ン
ボ
オ
I
L
十
頁
(
口
)
「
測
鉛
H
」
一
O
八
頁
(
凶
)
「
様
々
な
る
意
匠
」
昭
和
四
年
九
月
、
『
小
林
秀
雄
全
集
第
一
巻
』
一
三
四
頁
(
凹
)
「
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
」
(
『
大
調
和
』
昭
和
二
年
九
月
、
『
小
林
秀
雄
全
集
第
一
巻
』
一
一
一
一
貝
)
(
却
)
「
性
格
の
奇
蹟
L
(
『
文
婆
春
秋
』
大
正
十
五
年
三
月
号
、
『
小
林
秀
雄
全
集
第
一
巻
』
八
一
頁
)
(
幻
)
同
、
八
二
頁
(
幻
)
同
(
幻
)
「
様
々
な
る
意
匠
L
一
三
六
ペ
ー
ジ
(
M
)
「
測
鉛
H
」
一
O
七
頁
(
お
)
同
、
注
目
に
あ
げ
た
和
辻
の
文
章
冒
頭
も
参
照
さ
れ
た
い
。
(
却
)
「
芥
川
龍
之
介
の
美
神
と
宿
命
」
一
一
六
百
九
(
幻
)
『
ニ
イ
チ
工
研
究
』
三
二
一
0
1二
一
一
一
二
頁
(
却
)
「
様
々
な
る
意
匠
」
一
四
三
ペ
ー
ジ
(
却
)
水
鳥
川
安
爾
「
鑑
賞
批
評
の
態
度
L
(
帝
国
教
育
会
編
『
芸
術
教
育
の
最
新
研
究
』
文
化
書
一
民
、
大
正
十
三
年
六
月
二
O
日
、
三
六
七
頁
)
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
例
教
大
学
平
成
十
六
年
度
特
別
研
究
助
成
(
個
人
特
定
研
究
)
果
で
あ
る
。
に
よ
る
成
(
あ
り
た
か
ず
お
み
人
文
学
科
)
二
O
O六
年
十
月
十
九
日
受
理
